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佐
竹
　
百
里

公
明
党 

松
澤
　
堅
二

公
明
党 

出
口
け
い
子

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

　
問
　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
を
訴
え
る
人
は
今
や
国
民

の
三
分
の
一
、
市
民
の
実
に
二
万
九
千
人

が
該
当
す
る
。
学
校
保
健
調
査
で
も
十
年

前
の
二
倍
と
な
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
に
は
、
最
も
身
近
な
自
治
体
の

取
り
組
み
が
大
事
で
あ
る
。
市
と
し
て
、

相
談
窓
口
の
確
保
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
、

正
し
い
知
識
の
普
及
と
啓
発
に
努
め
る
べ

き
で
は
。
県
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
最

新
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン

ク
で
き
な
い
か
。
学
校
給
食
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
子
ど
も
達
へ
の

対
策
は
。
ま
た
、
専
用
の
調
理
場
を
設
置

し
、
代
替
食
を
提
供
で
き
な
い
か
。

　
答
　
相
談
窓
口
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
も
含

め
て
気
軽
に
何
で
も
健
康
相
談
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。
ま

た
、
講
演
会
等
は
専
門
性
が
高
く
、
県
主

体
で
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
本
市
で

の
開
催
に
向
け
、
大
和
保
健
福
祉
事
務
所

と
調
整
す
る
。
県
の
ア
レ
ル
ギ
ー
関
連
情

報
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学
校
給

食
に
つ
い
て
は
、
牛
乳
が
飲
め
な
い
場
合

は
最
初
か
ら
外
し
た
選
択
が
で
き
、
牛
乳

以
外
は
事
前
に
献
立
表
を
配
布
し
、
食
材

を
外
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。
代
替

食
の
提
供
に
よ
る
、
個
別
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
他
に
「
行
政
評
価
制
度
に
「
民
間
度
チ

ェ
ッ
ク
」
を
取
り
入
れ
な
い
か
」
を
質
問
）

　
問
　
八
月
に
起
き
た
沖
縄
国
際
大
学
へ

の
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
に
お
い
て
、
米
軍

は
、
日
米
地
位
協
定
を
理
由
に
現
場
へ
の

立
ち
入
り
を
禁
止
し
、
沖
縄
県
警
は
現
場

検
証
も
で
き
ず
、
県
民
や
知
事
は
怒
り
の

声
を
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
を
ど
う

考
え
る
か
。
沖
縄
と
同
様
に
基
地
を
抱
え

る
市
と
し
て
、
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
求
め
な
い
か
。
ま
た
、
県
内
の
基
地
が

強
化
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ

ト
の
配
備
に
伴
い
市
上
空
の
爆
音
被
害
が

激
し
く
な
る
中
、
追
加
の
配
備
計
画
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
反
対
の
意
思
表
明
を
し
な

い
か
。
横
須
賀
に
は
二
〇
〇
八
年
に
新
た

な
空
母
の
配
備
計
画
が
あ
る
が
、
今
す
ぐ

空
母
の
母
港
化
に
反
対
し
な
い
か
。

　
答
　
今
回
の
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
で
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
現
行
の
日
米
地

位
協
定
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
見
直
し
は
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
基
地
関

係
県
市
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
協
定
の

見
直
し
と
運
用
の
改
善
を
求
め
る
要
望
を

し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
の
追

加
配
備
に
つ
い
て
は
、
県
や
周
辺
市
と
協

力
し
、
今
後
も
国
に
対
し
、
情
報
提
供
と

騒
音
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
強
く
求
め
て

い
く
。
ま
た
、
空
母
の
母
港
化
は
国
と
横

須
賀
市
の
問
題
だ
が
、
空
母
艦
載
機
の
騒

音
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
母

港
と
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

（
他
に｢

所
信
表
明
に
つ
い
て｣

を
質
問
）

　
問
　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
改
正
で
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
教
育
の
再
生
を
行
う
た
め
に
学
校
改

革
に
地
域
や
保
護
者
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
、
運
営

に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
本

市
で
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

本
市
の
学
校
評
議
員
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。
市
長
の
所
信
表
明
に
、
全
小
・
中
学

校
に
外
国
人
英
語
講
師
を
配
置
し
て
生
き

た
英
語
を
学
ば
せ
る
と
あ
る
が
、
そ
の
実

施
時
期
は
。
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
の

小
学
校
校
内
巡
視
員
の
配
置
や
防
犯
ブ
ザ

ー
の
貸
与
は
多
く
の
市
民
が
早
急
な
対
応

を
望
ん
で
い
る
が
、
い
つ
頃
の
予
定
か
。

　
答
　
学
校
運
営
協
議
会
の
導
入
は
す
べ

て
の
公
立
学
校
に
一
律
に
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
現
段
階
で
は
人
事
や

財
政
面
か
ら
難
し
い
た
め
導
入
の
考
え
は

な
い
が
、
学
校
評
議
員
制
度
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
方
向
で
地
域
の
声
を
一
層
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
学
校
評
議
員
は

市
内
で
七
校
が
設
置
し
て
い
る
が
、
今
年

度
中
に
は
お
お
む
ね
設
置
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
外
国
人
英
語
教
師
の
配
置
は
市
の

人
員
的
な
負
担
と
な
る
が
、
子
ど
も
達
へ

の
教
育
は
財
産
に
な
る
と
い
う
考
え
で
惜

し
ま
ず
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
防
犯
ブ

ザ
ー
の
貸
与
や
校
内
巡
視
は
来
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
他
に
「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
市
長
は
、
（
仮
称
）
東
名
綾
瀬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
市
民
生
活
や
産
業
活
動
の
両
面

か
ら
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課

題
と
し
て
、
情
報
を
公
開
し
全
市
的
な
議

論
の
も
と
で
方
針
を
決
定
す
る
と
表
明
し

て
い
た
の
に
、
先
日
、
設
置
促
進
連
絡
協

議
会
の
会
長
と
し
て
県
知
事
に
設
置
促
進

の
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
少
し
矛
盾

し
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
県
の
地
域
事
業

計
画
に
都
市
計
画
道
路
・
寺
尾
上
土
棚
線

の
整
備
が
示
さ
れ
た
が
、
現
在
、
冨
士
見

会
館
か
ら
北
は
良
好
な
住
宅
地
で
あ
る
た

め
、
本
当
に
整
備
が
必
要
か
ど
う
か
地
域

住
民
の
声
を
聞
い
て
議
論
す
べ
き
で
は
。

　
答
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
利
便
性
と
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
と
考
え
て
お

り
、
先
般
の
選
挙
で
も
訴
え
て
き
た
が
、

市
民
、
議
会
、
行
政
が
と
も
に
協
力
し
て

方
向
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

現
在
進
め
て
い
る
調
査
検
討
の
結
果
を
説

明
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
交
換
し

集
約
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
寺
尾
上
土
棚
線
は
昭
和
三

六
年
に
都
市
計
画
決
定
が
さ
れ
、
既
に
道

路
用
地
と
し
て
の
買
収
や
計
画
法
線
上
に

は
規
制
が
か
か
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は

整
備
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

（
他
に
「
教
育
改
革
に
つ
い
て
」
「
人
に

や
さ
し
い
福
祉
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市議会への請願や陳情

　　市民の皆さんは、どなたでも、身近で困っている問題につい
て市議会にその実情を訴えることができます。これを請願又は
陳情といいます。

・書式は、《例》を参考に日本
語で作成し、趣旨を簡潔にま
とめてください。内容が２件
以上にわたるときは１件ごと
に提出してください。
・請願には、趣旨に賛同する１
名以上の紹介議員が必要です。
・複数の方が提出する場合は、
代表者を決めてください。
・受付は、随時行いますが、各
定例会ごとに整理しますので、
詳細は議会事務局までお問い
合わせください。
・持参による提出が原則であり、
郵送により提出された場合は、
要望書扱いとして全議員への
配付とします。

　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
市
民
に
対
し
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
年
賀
状
等

の
禁
止

○○○に関する請願（陳情）

平成　年　月　日

綾瀬市議会議長　殿

紹介議員
（署名又は記名押印）

請願（陳情）者
住所
氏名　○○○○　印

趣旨

理由

《例》

さわやかな秋晴れの下、第26回市長杯ゲートボール大会が開催され、15
チームの熱戦が繰りひろげられました＜10月１日　市民スポーツセンタ
ーにて＞


